BB E M






BT Tt
Thx S I LTFXYIE

B e

el i.‘ .
Betr4— (&%)

AEEE & SEADHRL

4
&

VA N—THESR F5.10. 4
BEHRERNIEEE (FK 2454 A28BFK)




WAaXLE

EIOEB@IILE
(BEHEME FR2FI11ANR)

-

EHERRS
(ERc4 #108258)

= RRARME
BRFNS84E11 A 3 BI&RK

Fyrr FILH—ER
Ek 348 A158




MESIAFILEX

PRI FENETR & U AR E

:

FlAREXZT DY

FrRa£9A27E 0
CHABRELRY,
BArEOY LHEEALL



E \
AANY

LYLrED

HKHE 1876m
BEXTEAORSIE

HRET B ALY) )
FEHE
RAE 2 EAIAT 6 AFDL B
montTun3

WEEEIOOcm

AANIF 3w K& L







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	新丸瀬布町史　上巻
	目次
	第一編　環境
	第1章　位置・面積
	(1)位置
	(2)面積
	(3)標高

	第2章　自然
	(1)地形
	(2)山岳
	(3)河川
	治水・利水

	(4)動物
	獣類
	鳥類
	爬虫類
	両生類
	魚類
	昆虫（蝶）類

	(5)植物
	四季の植物
	針葉樹（N）
	潤葉樹・広葉樹（L）
	潅木類
	蔓茎類
	頸花草
	隠花植物
	キノコ類

	(6)武利岳の高山植物
	(7)氷穴
	氷穴と名水


	第3章　気象
	(1)気象観測
	民間天気予報
	気象観測
	水位観測

	(2)丸瀬布の気象
	開花の初めとカッコウの初鳴き


	第4章　人口
	(1)国勢調査・住民台帳人口
	(2)年齢別人口
	(3)人口動態
	(4)産業別人口

	第5章　地理調査
	(1)蝦夷地時代の地理調査
	ゆうべつの初出
	マウレセップの初出

	(2)明治以降の地理調査
	道庁図
	陸測図

	(3)地籍調査
	新・字地番の設定



	第二編　開拓前史
	第6章　先史
	(1)白滝人の登場まで
	三万年に伸びた北海道の歴史
	猿人・原人
	旧人
	新人
	先史時代の北海道は先進地

	(2)縄文文化から擦文文化まで
	(3)蝦夷人・オホーツク文化
	(4)遺跡・遺物
	埋蔵文化財
	遺物
	彫刻石・玩弄石?


	第7章　アイヌ
	(1)アイヌ民族
	擦文人からアイヌへ
	言語

	(2)丸瀬布地区とアイヌの人々
	八〇年ぶりの故地帰り
	丸瀬布におけるウタリの生活

	(3)ユウベツ文化の掘り起こし
	(4)アイヌは開拓の恩人

	第8章　蝦夷地時代のユウベツ
	(1)旧日記によるユウベツの認識
	初出は1635年
	枝幸までが勢力圏

	(2)蝦夷地と場所請負制度
	松前藩と蝦夷地
	場所請負の成立
	場所請負制度の功罪
	アイヌへの非道

	(3)ユウベツ・モンベツの管轄の変遷
	テシヲ管轄からソウヤ管轄へ
	北海岸への和人進出
	モンベツ番屋の設置
	モンベツ準場所に

	(4)前幕府直轄時代のモンベツ
	柏屋藤野家の進出
	松前奉行とアイヌの介護
	ソウヤ詰・シャリ詰幕史

	(5)後松前藩時代のモンベツ
	モンベツ場所
	ソウヤ勤番

	(6)後幕府直轄時代
	箱館奉行の設置
	ソウヤ役所
	モンベツ御用所
	会津藩領となる

	(7)丸瀬布の伝承地名


	第三編　行政（通史）
	第9章　明治時代
	(1)箱館裁判所・箱館府
	箱館裁判所の設置
	箱館府・箱館県

	(2)開拓使・三県時代
	開拓使の設置
	蝦夷地から北海道へ
	紋別郡は和歌山藩支配に
	ユウベツ村の誕生
	暦性の改正
	根室支庁の大小区画制

	(3)網走郡役所の開設
	紋別に各村戸長役場
	丸瀬布に初の和人炊煙

	(4)湧別村から上湧別村へ
	湧別村戸長役場
	丸瀬布開拓の先駆け
	マウレセプ原野の開放


	第10章　上湧別村時代
	(1)集団的入植の一段落
	(2)丸瀬布・武利に部制
	(3)流産した西湧別村

	第11章　遠軽村・町時代
	(1)遠軽村の誕生
	(2)歴代首長・議員・委員等
	村長・町長
	村会・町会議員
	役場委嘱の公職者

	(3)丸瀬布の発展（一九一九〜四六年）
	林業依存経済
	公共的施設
	数次の分村問題
	役場出張所の開設
	部制から区制・町内会部落会
	木材・鉱産の増産

	(4)敗戦と丸瀬布の世相

	第12章　丸瀬布村時代
	(1)丸瀬布村の誕生（一九四六年八月一日）
	丸瀬布と白滝の分村
	村長職務管掌
	評議員
	村長・村会選挙

	(2)堀・村（町）政（一九四七〜五五年）
	激動期の村政
	教育施設の整備
	分村七年目で町制へ


	第13章　丸瀬布町時代
	(1)堀から越前町政へ（一九五五年）
	(2)第二、三期越前町政（一九五九〜六七年）
	町長・町議の辞職
	町勢の最盛期
	無競争で三選
	営林署分割と鉱山の閉鎖
	画餅に帰した都市計画
	山村振興事業

	(3)第四・五期越前町政（一九六七〜七五年）
	雪崩現象的に過疎化
	総合センターの建設
	過疎対策法が成立
	保守・革新の対立
	樹木供給事業に着手
	改正字地番の施行と新規開発道路の着工
	自治会会館の整備
	緑と健康を守る住民会議
	昭和始終苦年
	北見木材移転計画と町長選

	(4)第六・七期越前町政（一九七五〜八二年）
	依然として進む過疎化
	木工団地の造成
	武利ダムの建設といこいの森造成
	町民憲章の制定
	進む過疎対策事業
	木材業界の不況
	不況さなかにおける町政
	越前町長急逝


	第14章　福祉優先の町政へ
	(1)第一・二期菅野町政（一九八二〜九〇年）
	初年度は越前町政の踏襲
	中央公民館の建設
	総合計画の策定
	丸瀬布小学校の改築
	町営温泉を民営移管
	民放テレビ三局の誘致
	スポーツ公園を造成
	いこいの森一五万人台に
	老人福祉センターと木芸館建設
	新過疎法の適用

	(2)第三期菅野町政（一九九〇〜九四年）
	丸瀬布中学校の改築
	農村総合整備モデル事業
	情報化社会への対応


	第15章　議決機関
	(1)総代人から村会へ
	(2)第一期村会（一九四七年〜）
	(3)第二期村議会（一九五一年〜）
	(4)第三期町議会（一九五五年〜）
	(5)第四期町議会（一九五九年〜）
	(6)第五期町議会（一九六三年〜）
	(7)第六期町議会（二〇名。一九六七年〜）
	(8)第七期町議会（一九七一年〜）
	(9)第八期町議会（一九七五年〜）
	(10)第九期町議会（一六名。一九七九年〜）
	(11)第一〇期町議会（一九八三年〜）
	(12)第一一期町議会（一四名。一九八七年〜）
	(13)第一二期町議会（一九九一年〜）
	(14)議会事務局
	(15)会派・議員会
	会派
	議員会

	(16)議員報酬

	第16章　執行機関
	(1)執行機関と職員
	職員
	行政機構
	週休二日制

	(2)行政委員会
	農地委員会
	農業調査委員会・農業改良委員会
	農業委員会
	監査委員

	(3)専門委員
	(4)職員給与

	第17章　町村の下部機構
	(1)字名と行政区画
	(2)部制（明治三九年〜昭和三年）
	湧別村の部制
	部長の選任
	上湧別村の部制
	丸瀬布・武利に部制
	遠軽村の部制
	上武利に部制
	丸瀬布地区の歴代部長

	(3)区制（昭和三年〜一六年）
	遠軽村の区制
	南丸・上丸に区制
	遠軽町の区制
	金山に区制

	(4)町内会部落会（昭和一六年四月一日〜二二年五月三一日）
	町内会・部落会長

	(5)丸瀬布村の行政区（昭和二〇年八月一日〜三六年区制）
	駐在員（水谷と官行を分区）
	地区委員制（昭二三下武利を分区）
	代表常任委員制（昭二四〜三五）

	(6)丸瀬布町の行政区（昭和二八年一〇月一日以降）
	通称字名の統一（昭三〇）
	歴代代表常任委員
	区制（昭三六〜四一）
	自治会制（昭和四二年〜）


	第18章　選挙
	(1)選挙制度
	(2)村長・町長選挙
	堀村政
	越前町政
	菅野町政

	(3)教育委員選挙
	(4)衆議院・参議院の党派別得票状況
	(5)選挙管理
	選挙管理委員会
	有権者数
	投票状況



	第四編　集落
	第19章　集落の変遷
	(1)大正期から分村までの集落
	集落とは
	大正期
	奈良団体組内規約
	昭和初期

	(2)分村後の集落
	丸瀬布村時代

	(3)丸瀬布町になってからの集落
	町の最盛期
	緑ケ丘親交会
	過疎化と集落
	平成四年三月一日現在の居住者



	第五編　産業経済
	第20章　湧別原野の開発
	(1)殖民地の選定
	(2)丸瀬布地区の原野開放
	区画測設から所有権まで
	マウレセプ原野一次開放
	マウレセプ二次開放
	マウレセプ増画
	白滝原野一次（旧白滝・下白滝・南丸）
	ムリイ原野
	上マウレセプ原野
	上マウレセプ増画
	林内殖民地
	武利宮城高台
	金山高台

	(3)戦後の開拓
	北海道の戦後開拓
	丸瀬布の戦後開拓
	地区別入植状況


	第21章　開拓に尽した人々
	(1)新町（しんまち）
	区域・沿革
	因農場（いん農場）
	林内殖民地

	(2)丸瀬布（まるせっぷ）
	区域・沿革
	岩井農場
	水谷農場

	(3)金山（かなやま）
	区域・沿革
	岩井農場
	塩田農場（七号駅逓放牧地）
	金山
	伊奈牛
	金山橋
	金山高台

	(4)南丸（みなみまる）
	区域・沿革
	宮城団体
	中島
	七号
	白滝原野と川向い

	(5)武利（むりい）
	区域・沿革
	奈良団体
	宮城団体
	宮城高台

	(6)上武利（かみむりい）
	区域・沿革
	三重団体
	佐賀団体
	林内殖民地

	(7)上丸（かみまる）
	区域・沿革
	上丸部落会名簿
	山形団体
	オロピリカ
	上丸本流

	(8)大平（たいへい）
	区域・沿革
	大平開拓地の入植状況


	第22章　農業
	(1)農業のおこり（明治45年まで）
	(2)丸瀬布の農業（大正元〜昭和20年）
	開拓の始まり
	欧州大戦と農業
	昭和初期の農業

	(3)戦後の丸瀬布農業（昭和20〜35年）
	敗戦と凶作
	主食供出全道一
	四年に三回の凶作

	(4)転換期を迎えた農業（昭和35〜50年）
	曲り角の昭和35年
	再出発の1970年代

	(5)「経営面積15ヘクタール台に（昭和50〜平成4年）
	農産物生産額が倍増
	肝要な土地基盤の整備

	(6)主要農作物
	ハッカ（薄荷）王国北見
	主要農産物生産高
	果樹
	養蚕
	養蜂
	緑化樹生産

	(7)農業改良普及所
	(8)農産物検査
	(9)畜産
	馬産
	輓馬競技会
	畜牛（酪農）
	家畜共進会
	酪農団体
	養豚
	家禽
	綿羊（緬羊）
	山羊
	家兎
	家畜診療
	家畜商・種牡馬

	(10)内水面漁業
	(11)農業団体
	農会
	産業組合→農業会
	農業協同組合
	開拓農協


	第23章　林業
	(1)木材業・造材業
	丸瀬布の山林
	造材のはじめ
	昭和の木材業
	製炭業
	椎茸栽培

	(2)造材
	木材用語
	伐採と搬出
	馬車軌道

	(3)国有林経営
	営林区署時代
	森林区画
	官行斫伐
	丸瀬布営林署
	仔小屋（こごや）
	遠軽事業区旧北湧別
	地元施設（公益利用）

	(4)森林鉄道
	林鉄の消長
	丸瀬布貯木場
	官行の汽車

	(5)町有林経営
	(6)林業関係団体
	戦前・戦中の団体
	林産協同組合
	森林防火組合〜森林防火部
	森林愛護組合
	林産物の検査


	第24章　工業
	(1)林産工業
	林産工業の興り
	武利地区の林産工場（戦前）
	丸瀬布地区の林産工場（戦前）
	最多時は27工場
	木工団地造成
	分村後の林産工場

	(2)農産加工
	水車
	バッタリ
	精米（製粉）所
	澱粉工場

	(3)諸工業
	製柾業
	鉄工・蹄鉄
	豆腐製造
	製麵業
	醸造業
	印刷業
	自動車修理
	山菜加工
	工芸品
	電気工事
	製袋業


	第25章　建設業
	第26章　鉱業
	(1)丸瀬布の鉱山
	金山鉱山（試掘＝金山金湧川口）
	北見鉱山（試掘＝伊奈牛）
	北湧鉱山（試掘＝金山）
	日出鉱山（試掘＝上丸)
	伊奈牛鉱山（試掘＝伊奈牛沢）
	泰生鉱山（試掘＝上丸）
	三和鉱山（試掘＝新町林内）
	御里登鉱山（試掘＝上武利八二林班）
	丸瀬布鉱山

	(2)住友鴻之舞鉱業所丸瀬布出張所
	鴻之舞鉱業所
	丸瀬布出張所

	(3)住友北見鉱業所（伊奈牛鉱山）
	伊奈牛坑〜第二採鉱課
	伊奈牛鉱山
	北見鉱業所
	北見鉱山


	第27章　商業
	(1)大正期の商業
	(2)昭和初期の商業
	(3)分村後の商業
	(4)商業者の変遷
	日用品・食料品・商店
	衣料品店・仕立業
	印判店・代書
	映画館
	金物・家具・塗装
	薬店
	クリーニング・清掃業
	公衆浴場
	古物店
	自転車店
	写真館
	製菓店
	電器機具・ミシン
	時計店
	燃料店
	はきもの店
	馬具・天幕
	便利業
	遊技場
	理容・美容
	料理飲食店
	旅館業

	(5)商工団体
	遠軽村・町時代
	分村後の商工団体
	丸瀬布町商工会
	その他の団体


	第28章　観光
	(1)物見遊山から観光産業へ
	(2)温泉
	高田温泉旅館
	丸瀬布温泉翆明荘
	観光振興公社

	(3)観光資源
	武利岳（1876・2m）
	山彦の滝
	鹿鳴の滝
	十三の滝
	奇城岩
	北見富士（1306・4m）
	その他の資源調査
	いこいの森

	(4)観光団体
	観光協会
	旅行会
	釣り会
	フレンド町民の会

	(5)公園

	第29章　金融
	(1)金融機関（銀行）
	(2)信用金庫
	(3)庶民金融
	質屋
	金融業




